
タ
ン
グ
ス
テ
ン
酸
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
ナ
ノ
粒
子
Ｋ
Ｒ
Ｉ
が
量
産
法
材
料
メ
ー
カ
ー
に
技
術
提
案

新田ゼラチン尾お形がた浩こう一いち氏
若
手
の
能
力
引
き
出
す　

年

昭

東
北
大
理
卒
、
同
年
カ
ネ
ボ
ウ

食
品

現
ク
ラ
シ
エ
フ
ー
ズ

入
社
。

年
新
田

ゼ
ラ
チ
ン
入
社
、

年
執
行
役
員
、

年
取
締

役
。
福
島
県
出
身
、

歳
。
４
月
１
日
就
任
。

　

一
貫
し
て
研
究
畑
を

歩
む
。
カ
ネ
ボ
ウ
食
品
か

ら
転
身
し
、
新
規
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
を
機
に

新
田
ゼ
ラ
チ
ン
に
入
社
し

た　
「
入
社
後
は
食
べ
ら
れ

る
チ
ュ
ー
イ
ン
グ
ガ
ム
の

開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
朝

か
ら
晩
ま
で
仕
事
を
し
て

８
割
方
ま
で
完
成
し
た

が
、
製
造
工
程
に
難
点
が

あ
り
、
計
画
は
頓
挫
し

た
。
た
だ
、
こ
の
経
験
か

ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
れ
ば
何

で
も
で
き
る
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
」

　

海
外
工
場
の
相
次
ぐ

稼
働
や
株
式
上
場
を
主
導

し
、
社
内
で
カ
リ
ス
マ
性

を
発
揮
し
て
い
た
曽
我
憲

道
前
社
長
の
後
を
引
き
継

ぐ　
「
曽
我
前

社
長
は
各
部

門
を
よ
く
知

り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
っ
て
各
事
業
の
方
針
を

示
し
て
い
た
。
私
は
研
究

部
門
し
か
知
ら
な
い
た

め
、
部
門
長
に
も
こ
れ
ま

で
以
上
に
各
事
業
に
つ
い

て
考
え
る
よ
う
に
促
す
」

　

若
手
の
成
長
に
期
待

す
る
。
こ
こ
数
年
、
新
卒

採
用
を
続
け
て
お
り
、
海

外
の
赴
任
先
で
成
長
す
る

な
ど
成
果
が
出
て
い
る

　
「
若
手
が
会
社
を
引
っ

張
っ
て
い
く
会
社
に
す

る
。
彼
ら
の
能
力
や
発
想

を
最
大
限
引
き
出
す
た

め
、
い
ろ
ん
な
施
策
を
打

っ
て
い
く
。
４
月
か
ら
各

分
野
の
研
究
開
発
部
門
を

一
堂
に
集
め
て
議
論
を
始

め
た
。
古
い
知
識
や
技
術

を
基
本
に
し
な
い
と
新
し

い
発
想
を
引
き
出
す
こ
と

は
不
可
能
な
の
で
、
技
術

の
伝
承
と
開

発
を
同
時
に

行
う
」

　

趣
味
は
山
登
り
。
き

っ
か
け
は
２
０
１
１
年
に

外
部
の
セ
ミ
ナ
ー
で
同
席

し
た
他
社
の
役
員
の
誘
い

だ
っ
た
。
前
日
の
寝
不
足

が
た
た
り
、
登
山
中
に
両

足
が
つ
る
な
ど
の
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
た
。

他
の
参
加
者
か
ら
消
炎
ス

プ
レ
ー
を
借
り
て
な
ん
と

か
登
り
切
っ
た

　
「
初
回
以
降
、
登
山
の

際
に
は
万
全
の
体
調
で
挑

む
よ
う
に
し
て
い
る
。
登

山
の
お
も
し
ろ
さ
は
全
く

違
う
世
界
が
見
ら
れ
る
こ

と
。
新
し
い
空
気
を
吸
う

の
も
最
高
だ
。
趣
味
と
は

別
に
当
社
は
新
入
社
員
に

登
山
研
修
を
実
施
し
、
社

員
の
団
結
力
を
高
め
て
い

る
」東

大
阪
石
宮
由
紀
子

　
◆
新
東
京
工
場
を
建
設

　
レ
ン
ゴ
ー
　
段
ボ
ー
ル
シ
ー
ト
・
ケ
ー
ス
製
造

の
１
０
０
％
子
会
社
、
セ
ッ
ツ
カ
ー
ト
ン
で
新
東

京
工
場

埼
玉
県
川
口
市
、
完
成
イ
メ
ー
ジ

建

設
に
着
手
し
た
。
老
朽
化
し
た
東
京
工
場

埼
玉

県
八
潮
市

の
代
替
工
場
と
し
て
２
０
１
６
年
８

月
の
完
成
を
目
指
す
。
こ
れ

ま
で
倉
庫
が
あ
っ
た
約
２
万

５
０
０
０
平
方

の
敷
地

に
、
延
べ
床
面
積
約
２
万
２

５
０
０
平
方

の
工
場
建
屋

を
建
設
す
る
。
投
資
額
は
約

億
円
。
東
京
工
場
は
関
東

地
区
に
お
け
る
段
ボ
ー
ル
製

品
供
給
拠
点
の
一
つ
。
老
朽

化
に
伴
い
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

検
討
し
た
が
敷
地
が
狭
く
、

操
業
を
続
け
な
が
ら
の
改
築

や
設
備
更
新
が
困
難
な
た
め
、
新
東
京
工
場
へ
の

全
面
移
転
を
決
め
た
。
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入

す
る
な
ど
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
最
新
鋭
工
場
と

す
る
。

　
◆
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
活
用
で
セ
ミ

　
日
本
製
紙
　

日

時
か
ら
宮
城
県
石
巻
市
の

石
巻
工
場
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
混
和
材
に
な
る

石
炭
火
力
発
電
の
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
石
炭
灰
に

つ
い
て
最
新
動
向
を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
用
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
利
用
促
進
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
く
。
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
耐
久
性
を
高
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
容
易
に

す
る
効
果
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
同
社
が
供

給
す
る
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
の
品
質
に
つ
い
て
説
明

し
た
後
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
混
和
材
と
し
て
研
究
に

取
り
組
む
４
大
学
の
教
授
ら
が
活
用
事
例
や
研
究

成
果
を
報
告
す
る
。
定
員
１
０
０
人
、
参
加
無

料
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
同
社
技
術
本
部

技
術
企
画
部
０
３
６
６
６
５
１
０
４
８
へ
。

　
◆
ス
ロ
バ
キ
ア
に
シ
ー
ト
工
場

　
三
菱
樹
脂
子
会
社
の
ス
イ
ス
・
ク
オ
ド
ラ
ン
ト

　
グ
ル
ー
プ
会
社
の
Ｑ
Ｐ
Ｃ
が
ス
ロ
バ
キ
ア
に
軽

量
強
化
熱
可
塑
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー
ト
「
サ
イ

マ
ラ
イ
ト
」
の
工
場
を
新
設
し
た
。
同
シ
ー
ト
は

強
度
と
剛
性
を
備
え
、
軽
量
で
吸
音
性
に
優
れ
る

た
め
、
成
形
し
て
自
動
車
の
ア
ン
ダ
ー
ボ
デ
ィ
ー

シ
ー
ル
ド
や
天
井
材
な
ど
内
装
に
使
わ
れ
る
。
欧

州
の
高
級
車
を
は
じ
め
、
中
・
東
欧
に
進
出
し
た

日
系
自
動
車
お
よ
び
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
現
地
調

達
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
。
生
産
能
力
、
設
備
投
資

額
は
非
公
表
。

関根さん

４月の主要４樹脂とＭＭＡの
生産・出荷・在庫実績

生産 国内出荷 輸出 在庫
低密度ポリ
エ チ レ ン
高密度ポリ
エ チ レ ン
ポ リ プ ロ
ピ レ ン
ポ リ ス
チ レ ン
Ｍ Ｍ Ａ
モ ノ マ ー
注 単位千トン。カッコ内は前年同月比％。
はマイナス

エ
チ
レ
ン
生
産
％
増
４
月
平
均
稼
働
率
・
７
％

フラッシュ

仏
社
と
独
占
販
売
契
約
７
月
、
医
療
機
関
向
け
超
音
波
画
像
診
断
装
置
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

　ドラム缶２社 年３月期　

社　名 売　上　高 営業利益 経常利益 当期利益
ＪＦＥ
コンテイナー

　　 　 　　 　
　　 　

日鉄住金ドラム
※

　　 非公表 　－　 倍 倍
非公表 非公表 非公表 非公表

注：単位億円、上段は 年３月期実績、下段は 年３月期見通し、カ
ッコ内は前期比増減率％、 はマイナス、※は非上場

新
合
成
法
は
特
殊
な
高
耐
圧
容
器

で
は
な
く
ガ
ラ
ス
製
も
使
え
る

ド
ラ
ム
缶
２
社
経
常
増
益
化
学
・
石
油
向
け
伸
び
る
前
３
月
期

決
　
算

　
Ｋ
Ｒ
Ｉ

京
都
市
下
京
区
、
住
友
宏
社
長
、
０
７
５

・
３
２
２
・
６
８
３
０

は
、
加
熱
す
る
と
収
縮
す
る

特
殊
な
性
質
を
持
つ
タ
ン
グ
ス
テ
ン
酸
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム

Ｚ
ｒ
Ｗ
２
Ｏ
８

ナ
ノ
粒
子
の
量
産
技
術
を
開
発
し

た
。
短
時
間
で
効
率
良
く
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
単
位
で
製
造

す
る
新
合
成
法
に
め
ど
が
つ
い
た
。
同
物
質
を
樹
脂
材

料
な
ど
に
少
量
添
加
す
る
と
、
熱
膨
張
を
大
幅
に
抑
え

ら
れ
る
。
量
産
で
き
れ
ば
熱
対
策
が
厳
し
い
半
導
体
の

封
止
材
や
光
学
部
品
で
普
及
が
見
込
め
る
。
材
料
メ
ー

カ
ー
に
委
託
合
成
や
技
術
移
転
の
提
案
を
始
め
る
。

チ
ョ
コ
で
認
知
症
予
防
継
続
摂
取
で
効
果
確
認
明
治
な
ど

　　 ２０１５年 平成２７年 ５月２２日 金曜日 　　 （ ）

　
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
は

日
、
仏
ス
ー
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク

イ
マ
ジ
ン
と
超
音
波
画
像
診

断
装
置
の
国
内
独
占
販
売
契

約
を
結
ん
だ
と
発
表
し
た
。

生
体
組
織
の
弾
性
を
測
定
で

き
る
仏
ス
ー
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク

イ
マ
ジ
ン
の
ハ
イ
エ
ン
ド
機

種
「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー

写
真
」
を
７
月
か
ら
国
内
医

療
機
関
向
け
に
販
売
す
る
。

同
機
種
は
腫
瘍
の
硬
さ
を
調

べ
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
、
乳

が
ん
検
診
や
肝
臓
疾
患
の
検

査
に
利
用
で
き
る
。
消
費
税

抜
き
の
標
準
価
格
は
１
億

円
。
国
内
で
初
年
度

台
以

上
の
販
売
を
目
指
す
。

　
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
は
生

体
内
を
伝
搬
す
る
剪
断
波
か

ら
組
織
弾
性
の
絶
対
値
を
計

算
し
、
腫
瘍
の
硬
さ
を
数
値

と
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
画
像
で
モ

ニ
タ
ー
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
表

示
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
世
界

約

カ
国
で
１
０
０
０
台
以

上
の
利
用
実
績
が
あ
る
。
コ

ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
は
２
０
０
９

年
に
超
音
波
画
像
診
断
装
置

事
業
に
本
格
参
入
し
、
こ
れ

ま
で
モ
バ
イ
ル
型
の
機
種
な

ど
を
手
が
け
て
き
た
。
ハ
イ

エ
ン
ド
機
種
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
に
加
え
、
各
診
療
科
で
ユ

ー
ザ
ー
を
開
拓
し
て
い
く
。

　
石
油
化
学
工
業
協
会
が

日
発
表
し
た
４
月
の
国
内
エ

チ
レ
ン
生
産
は
、
前
年
同
月

比

・
９
％
増
の

万
３
０

０
０

だ
っ
た
。
前
年
同
月

に
３
社
３
プ
ラ
ン
ト
あ
っ
た

定
期
修
理
が
１
社
１
プ
ラ
ン

ト
に
減
っ
た
た
め
。
国
内
エ

チ
レ
ン
生
産
設
備
の
平
均
稼

働
率
も
前
月
比
３
・
８

増

の

・
７
％
と
、
損
益
分
岐

点
の
目
安
と
な
る

％
を

カ
月
連
続
で
上
回
っ
た
。

　
浅
野
敏
雄
会
長

旭
化
成

社
長

は
「
基
礎
原
料
の
ナ

フ
サ
価
格
が
上
昇
に
転
じ
て

先
安
観
が
払
拭
さ
れ
、
東

し
ょ
く

ふ
つ

ア
ジ
ア
で
エ
チ
レ
ン
生
産
設

備
の
定
期
修
理
が
続
い
て
い

る
」
と
高
稼
働
率
の
要
因
を

分
析
し
た
。
３
月
の
生
エ
チ

レ
ン
の
輸
出
が

万
５
６
０

０

と
過
去
最
高
を
記
録
し

て
お
り
、

年
ご
ろ
ま
で
需

給
バ
ラ
ン
ス
の
タ
イ
ト
化
が

続
く
見
通
し
だ
。　

主
要
４
樹

脂
の
国
内
出

荷
は
全
製
品

で
前
年
同
月

比
プ
ラ
ス
だ

っ
た
。
前
年

同
月
の
消
費

増
税
の
影
響

を
加
味
す
る

必
要
が
あ
る

が
、
低
密
度

・
高
密
度
ポ

リ
エ
チ
レ
ン

は
円
安
に
よ
る
輸
入
減
で
主

用
途
の
フ
ィ
ル
ム
分
野
の
出

荷
が
好
調
だ
っ
た
。

塩
ビ
樹
脂
生
産

４
月

％
増

　
塩
ビ
工
業
・
環
境
協
会
が

ま
と
め
た
４
月
の
塩
化
ビ
ニ

ー
ル
樹
脂
の
国
内
生
産
は
前

年
同
月
比
８
・
４
％
増
の

万
３
９
１
０

だ
っ
た
。
円

安
で
交
易
条
件
が
改
善
し
た

輸
出
が
同
２
・
０
倍
の
３
万

９
２
０
２

に
増
加
。
国
内

出
荷
は
同

・
１
％
減
の
７

万
８
６
８
７

だ
っ
た
。

　
国
内
出
荷
の
内
訳
は
水
道

管
な
ど
に
使
う
硬
質
用
が
同

・
５
％
減
の
３
万
７
５
０

５

、
フ
ィ
ル
ム
な
ど
に
使

う
軟
質
用
が
同
０
・
４
％
減

の
２
万
１
６
６
４

、
電
線

・
そ
の
他
が
同
１
・
８
％
増

の
１
万
９
５
１
８

と
な
っ

た
。
在
庫
は
同

・
６
％
増

の

万
８
２
８
５

。
塩
ビ

樹
脂
原
料
の
塩
ビ
モ
ノ
マ
ー

の
生
産
は
同

・
０
％
増
の

万
５
９
２
９

だ
っ
た
。

車
向
け
炭
素
繊
維

本
格
採
用
は

年

東
レ
社
長
が
見
通
し

　
東
レ
の
日
覚
昭
広
社
長
は

日
、
自
動
車
向
け
炭
素
繊

維
の
採
用
が
「
２
０
１
７
年

ご
ろ
か
ら
本
格
的
に
広
が

る
」
と
の
見
通
し
を
示
し

た
。
価
格
帯
が
約
７
０
０
万

―
８
０
０
万
円
の
高
級
車
へ

の
普
及
を
視
野
に
入
れ
る
。

価
格
競
争
力
に
優
れ
た
ラ
ー

ジ
ト
ウ
炭
素
繊
維
の
本
格
採

用
を
に
ら
み
、
米
子
会
社
ゾ

ル
テ
ッ
ク
の
生
産
設
備
増
強

な
ど
で
対
応
す
る
。

　
明
治
は
愛
知
学
院
大
学
、

愛
知
県
蒲
郡
市
と
の
「
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
摂
取
に
よ
る
健
康

効
果
に
関
す
る
実
証
研
究
」

で
、
カ
カ
オ
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
を
多
く
含
む
チ
ョ
コ
を
継

続
摂
取
し
た
場
合
、
脳
由
来

神
経
栄
養
因
子
の
Ｂ
Ｄ
Ｎ
Ｆ

値
が
上
昇
す
る
こ
と
を
確
か

め
た
。
Ｂ
Ｄ
Ｎ
Ｆ
は
記
憶
効

果
を
高
め
た
り
、
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
と
の
関
連

性
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
研

究
に
携
わ
っ
た
愛
知
学
院
大

の
大
澤
俊
彦
教
授
は
「
チ
ョ

コ
の
摂
取
で
認
知
症
を
予
防

し
た
り
、
進
行
を
遅
ら
せ
ら

れ
る
可
能
性
が
高
い
」
と
い

う
。
明
治
は
共
同
研
究
成
果

を
、
高
齢
者
向
け
の
認
知
症

予
防
食
品
や
チ
ョ
コ
の
Ｐ
Ｒ

に
活
用
す
る
。

　
３
者
の
共
同
研
究
は
蒲
郡

市
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
計
画
の
中

で
２
０
１
４
年
３
月
に
ス
タ

ー
ト
し
、

―

歳
の
中
高

年
男
女
３
４
７
人
に
カ
カ
オ

分

％
の
高
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
チ
ョ
コ
を
１
日

、
４

週
間
続
け
て
摂
取
し
て
も
ら

い
、
効
果
を
調
べ
た
。
す
で

に
高
血
圧
の
人
の
血
圧
低
下

や
動
脈
硬
化
予
防
効
果
を
確

認
済
み
で
、
今
回
、
新
た
に

Ｂ
Ｄ
Ｎ
Ｆ
値
の
上
昇
と
酸
化

ス
ト
レ
ス
指
標
の
低
下
を
確

か
め
た
。

　
明
治
は
今
回
の
研
究
で
特

定
保
健
用
食
品

ト
ク
ホ

や
健
康
機
能
性
食
品
に
直
ち

に
活
用
は
し
な
い
も
の
の
、

チ
ョ
コ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

や
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
と

み
て
い
る
。

　
タ
ン
グ
ス
テ
ン
酸
ジ
ル
コ

ニ
ウ
ム
ナ
ノ
粒
子
の
製
造
は

高
耐
圧
、耐
酸
性
の
反
応
容

器
や
容
器
全
体
を
加
熱
す
る

炉
が
必
要
で
量
産
が
難
し
か

っ
た
。新
合
成
法
は
容
器
全

体
を
熱
さ
な
い
た
め
、特
殊

な
高
耐
圧
容
器
で
な
く
ガ
ラ

ス
製
も
使
え
る
。加
熱
装
置

反
応
容
器
と
も
に
大
型
化
が

容
易
で
装
置
費
用
も
安
い
。

　
新
合
成
法
は
収
率
の
高
さ

も
特
徴
だ
。
１
３
５
度
Ｃ
、

６
時
間
反
応
の
場
合
に
従
来

法
で
は
収
率
が
４
割
弱
だ
っ

た
が
、
新
合
成
法
で
は
８
割

弱
。
投
入
熱
量
も
少
な
く
、

省
エ
ネ
に
製
造
で
き
る
。

　
タ
ン
グ
ス
テ
ン
酸
ジ
ル
コ

ニ
ウ
ム
は
複
数
の
海
外
メ
ー

カ
ー
が
量
産
す
る
が
、
粒
子

サ
イ
ズ
が
大
き
く
、
品
質
に

バ
ラ
つ
き
も
あ
っ
て
精
密
分

野
の
適
用
例
は
少
な
い
。

　
現
在
、
半
導
体
の
封
止
材

で
は
樹
脂
に
熱
膨
張
率
の
低

い
二
酸
化
ケ
イ
素
を
多
く
配

合
し
て
熱
膨
張
を
抑
え
て
い

る
。
負
の
熱
膨
張
率
を
持
つ

タ
ン
グ
ス
テ
ン
酸
ジ
ル
コ
ニ

ウ
ム
は
、
二
酸
化
ケ
イ
素
に

比
べ
て
２
―
３
倍
の
熱
膨
張

抑
制
効
果
が
得
ら
れ
、
少
量

の
配
合
で
熱
膨
張
を
制
御
で

き
る
。
こ
の
た
め
樹
脂
本
来

の
物
性
を
維
持
し
や
す
い
。

　
薄
型
化
が
進
む
半
導
体
パ

ッ
ケ
ー
ジ
は
熱
膨
張
に
起
因

す
る
反
り
や
、
は
く
離
が
課

題
。
特
に
パ
ワ
ー
半
導
体
で

は
熱
対
策
が
小
型
化
の
カ
ギ

を
握
る
。
熱
膨
張
で
屈
折
率

が
変
わ
る
光
通
信
デ
バ
イ
ス

な
ど
の
光
学
材
料
、
精
度
異

常
が
発
生
す
る
光
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
な
ど
の
精
密
部
品
で
も

適
用
が
想
定
さ
れ
る
。

　
ド
ラ
ム
缶
大
手
２
社
の
２

０
１
５
年
３
月
期
連
結
決
算

が

日
出
そ
ろ
い
、
と
も
に

増
収
経
常
増
益
と
な
っ
た
。

景
気
回
復
で
化
学
・
石
油
向

け
の
販
売
量
が
増
え
た
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
や
副
資
材

費
、
運
送
費
な
ど
が
上
昇
し

た
も
の
の
、
工
場
で
の
コ
ス

ト
削
減
を
徹
底
。
さ
ら
に
Ｊ

Ｆ
Ｅ
コ
ン
テ
イ
ナ
ー
は
中
国

工
場
の
増
産
が
、
日
鉄
住
金

ド
ラ
ム
は
本
社
ビ
ル
の
売
却

益
が
好
業
績
に
貢
献
し
た
。

　
鋼
製
ド
ラ
ム
缶

２
０
０

の
国
内
出
荷
量
が
前
期

比
２
・
１
％
増
え
た
の
に
対

し
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
コ
ン
テ
イ
ナ
ー

は
同
１
・
８
％
増
、
日
鉄
住

金
ド
ラ
ム
も
ほ
ぼ
同
等
の
出

荷
増
を
果
た
し
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
コ
ン
テ
イ

ナ
ー
は
中
国
で
の
出
荷
量
が

同

・
４
％
増
と
大
き
く
伸

び
、
中
国
比
率
が

・
４
％

ま
で
上
昇
。
業
績
を
押
し
上

げ
た
。
日
鉄
住
金
ド
ラ
ム
は

昨
年
８
月
に
東
京
・
亀
戸
の

本
社
ビ
ル
を
売
却
し
た
こ
と

で
多
額
の
売
却
益
を
計
上
。

経
常
、
当
期
利
益
は
２
期
ぶ

り
に
過
去
最
高
を
更
新
し

た
。

　

年
３
月
期
連
結
決
算
は

戦
略
的
投
資
負
担
が
か
さ
む

と
し
て
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
コ
ン
テ
イ

ナ
ー
が
全
利
益
段
階
で
減
益

を
見
込
む
。

　
日
鉄
住
金
ド
ラ
ム
は
先
行

き
の
不
透
明
さ
を
理
由
に
未

定
と
し
た
が
、
「
楽
観
的
に

見
て
も
横
ば
い
程
度
」
と
見

て
い
る
。

成
長
戦
略
の
効
果

　
▽

「
前
期
に
思
い
切
っ

て
打
っ
た
成
長
戦
略
投
資
の

効
果
が
、
い
よ
い
よ
今
期
か

ら
出
始
め
る
」
と
意
気
込
む

の
は
、
特
種
東
海
製
紙
取
締

役
常
務
執
行
役
員
の
関
根
常

夫
さ
ん
。

　
▽

２
０
１
５
年
３
月
期

連
結
決
算
は
主
力
工
場
で
の

火
災
事
故
も
あ
り
、
営
業
・

経
常
利
益
と
も
減
益
と
な
っ

た
。
だ
が
「
も
と
も
と
前
期

は
中
期
経
営
計
画
の
１
年
目

で
、
費
用
が
先
行
す
る

か

が
む

年
だ
っ
た
」
と
割
り

切
る
。

　
▽

「
期
待

し
て
い
る
大
型

新
商
品
の
展
示

会
に
も
結
構
な

費
用
を
か
け

た
。
こ
れ
も
成
長
戦
略
の
一

部
。
お
か
げ
さ
ま
で
引
き
合

い
は
上
々
。
中
計
最
終
年
度

の
来
期
に
向
け
て
、
大
き
く

利
益
に
貢
献
し
て
く
れ
そ
う

だ
」
と
表
情
を
緩
め
る
。


